
８
月
中
頃
、
突
如
、
社
長

か
ら
「
岡
山
の
豪
雨
災
害
被

災
地
復
興
支
援
に
協
力
し
に

行
か
な
い
か
？
」
と
、
尋
ね

ら
れ
た
。
僕
は
、
岡
山
県
に

以
前
、
２
年
半
住
ん
で
い
た

と
い
う
背
景
も
あ
り
、
親
し

み
あ
る
地
域
を
助
け
た
い
。

と
い
う
気
持
ち
が
強
く
あ
っ

た
。
期
間
は
８
月
29
日
～
９

月
６
日
ま
で
の
１
週
間
程
度
、

木
造
の
仮
設
住
宅
を
建
て
る

と
の
事
だ
っ
た
。
岡
山
の
一

部
の
地
域
が
浸
水
で
大
変
な

状
況
に
あ
る
事
は
メ
デ
ィ
ア

や
個
人
のS

N
S

動
画
で
よ
く

知
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
。

早
く
現
地
を
こ
の
目
で
み
た

い
と
興
味
が
わ
い
た
。

出
発
時
、
被
災
地
を
大
工

と
し
て
貢
献
出
来
る
か
も
し

れ
な
い
自
分
に
見
習
い
な
が

ら
も
誇
り
を
正
直
感
じ
て
た

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

現
地
に
着
く
と
そ
の
初
め
て

生
で
見
る
光
景
に
全
く
別
の

感
情
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

泊
ま
っ
て
る
ホ
テ
ル
か
ら

車
で
20
分
程
の
所
に
現
場
は

あ
る
の
だ
が
、
現
場
に
近
づ

け
ば
近
づ
く
程
被
害
の
状
況

が
目
に
写
っ
た
。
見
た
目
は

一
見
普
通
の
住
宅
街
、
し
か

し
家
の
窓
は
ど
れ
も
全
開
で

掃
き
出
し
窓
の
奥
に
は
解
体

途
中
と
思
わ
れ
る
む
き
出
し

の
下
地
。
そ
ん
な
一
戸
建
て

が
ず
う
っ
と
連
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
誰
も
い
な
い
。
と
て

も
殺
風
景
に
感
じ
た
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
や

メ
デ
ィ
ア
で
は
被
害
当
日
の

衝
撃
映
像
ば
か
り
目
に
し
て

い
た
が
、
そ
の
後
の
地
域
の

様
子
は
現
地
に
来
る
ま
で
思

い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
そ
ん

な
光
景
を
見
て
今
ま
で
の
慈

善
的
感
情
よ
り
、
自
ら
が
同

じ
状
況
下
に
陥
っ
た
場
合
ど

う
す
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
、

よ
り
自
己
中
心
的
、
現
実
的

な
不
安
感
情
が
頭
の
中
に
次
々

に
浮
か
ん
で
き
た
。

（
裏
面
に
続
く
）
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第23期生［1年生］メルドラム・マーティン君

西日本豪雨被災地の仮設住宅建設ボランティアへ
本
校
の
第
23
期
生
（
現
1
年
生
）
の
メ
ル
ド
ラ
ム
・
マ
ー
テ
ィ
ン
君

（
建
築
大
工
、
横
浜
市
青
葉
区
の
工
務
店
・
矢
田
建
設
に
所
属
）
が
西

日
本
豪
雨
災
害
被
災
地
の
仮
設
住
宅
建
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま

し
た
。
建
築
と
人
々
の
い
の
ち
、
暮
ら
し
の
関
係
を
現
地
で
実
感
し
て

き
ま
し
た
。
本
人
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
を
全
文
紹
介
し
ま
す
。

上写真＝木造仮設住宅建設現場に立つ矢田建設の３人。左からマー

ティン君、矢田拓巳社長、片庭正和さん。岡山県倉敷市真備町岡

田の「岡田団地」で。

カレッジ生
寄稿

９月15日から３日間、茨城県ひたちなか市で行なわれた
「全建総連 第34回全国青年技能競技大会」で、東京建築カ
レッジ第10期生、本校で実技実習指導員を務める千葉幸大
（ちば こうた）さん（35歳、建築大工）が金賞を受賞しまし
た。本校は前回の大会でも氏平達也さん（第11期生、指導員）
が金賞を受賞、２年連続で卒業生が全国トップの栄冠を獲得
しました。「２連覇はうれしいですが、今回の大会では運良
く勝てた感じもあります。来年は後輩たちに完璧な作品で金
賞を取ってもらいたい」と
千葉さん。

この大会は６時間の制限
時間内で10分の3勾配の
「四方転び踏み台」を作り、
正確さと美しさを競うもの
で、今回の出場選手数は63
人でした。

銀賞、銅賞は他県選手の
受賞でしたが、第13期生の
柴田輝美さん（35歳、建具）、
同じく第13期生で現指導員
の赤井立矢さん（34歳、建
築大工）も入賞し、健闘し
ました。

10期 千葉幸大さん 金賞！
第34回全国青年技能競技大会

競技中の千葉さん



（
表
面
か
ら
）
住
ま
い

に
携
わ
る
仕
事
を
し
て

い
る
ぼ
く
ら
は
一
般
的

な
人
よ
り
も
壊
れ
た
建

造
物
を
見
た
時
に
感
じ

る
情
報
量
が
多
い
と
思

う
。
具
体
的
な
被
害
総

額
、
復
興
の
目
処
、
そ

ん
な
こ
と
が
わ
か
ら
な

く
て
も
建
築
物
に
対
す

る
様
々
な
思
い
が
押
し

寄
せ
る
。
僕
は
そ
れ
は

大
切
な
事
だ
と
思
う
。

も
し
か
し
た
ら
豪
雨
災

害
や
震
災
な
ど
の
非
日

常
お
い
て
、
建
築
に
対

す
る
「
知
識
・
技
術
」

は
日
常
以
上
に
必
要
と

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

自
然
災
害
大
国
に
住
む

以
上
、
な
る
だ
け
た
く

さ
ん
「
知
識
・
技
術
」

を
吸
収
し
、
予
測
不
能

な
災
害
に
対
応
し
た
い
。

き
っ
と
そ
れ
は
自
分

や
周
囲
の
人
々
の
生
存

率
を
上
げ
る
こ
と
に
つ

な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

建
築
知
識
が
皆
か
ら
の

信
頼
、
信
用
に
変
わ
る

か
も
し
れ
な
い
。
被
災

地
復
興
に
少
し
で
も
興

味
が
あ
っ
た
ら
僕
は
絶

対
行
っ
て
み
る
事
を
勧

め
た
い
。
慈
善
的
意
味

だ
け
じ
ゃ
な
い
、
非
日

常
に
お
い
て
改
め
て
自

分
の
価
値
と
向
き
合
え

る
と
思
う
。

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ

メ
ル
ド
ラ
ム
・
マ
ー
テ
ィ
ン
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「仮設であっても木のぬくもりを感じ

る家で暮らしたい」。この願いに応え

る活動が木造仮設住宅を増やしてきた。

「
少
し
で
も
興
味
あ
る
な
ら
参
加
を
」

岡山県のホームページから、木造仮設住宅の建設場所、工事期間を
確認できます。プレハブ型の仮設住宅との違いもよくわかります。
ネット検索のルートは、岡山県 トップページ >組織で探す >土木部
>建築営繕課 >建設型仮設住宅。

仮設住宅建設、岡山県のホームページから確認できます

9月14日（金）、第23期生（１年生）の「建築社会論」
で「厚生労働省委託・過労死等防止対策等労働条件に関
する啓発事業」を利用した特別授業を行ないました。フ
ランスの国営放送 france2が取材に訪れ、講演した「東
京過労死を考える家族の会」共同代表の中原のり子さん
と授業を受けた本校研修生がインタビューを受けました。
中原代表を通じて新国立競技場建設に従事し過労自殺し
た若手現場監督のご遺族から貴重なメッセージもいただ
きました。

実習場のある江東区北砂の地域住民の皆さんへの日頃
の感謝の気持ちを込めて9月23日（日）「第21回カレッ
ジ祭・建築技能文化祭」が江東実習場で開かれました。
来場した方々に、子ども工作コーナー、射的や輪投げ・
スマートボーなどの遊びコーナー、各種の模擬店を楽し
んでいただきました。 本校の母体、東京土建一般労働
組合の江東支部の皆さんも包丁研ぎや住宅相談コーナー
に参加していただきました。これまで毎年3月に開催し
ていましたが、今年度から秋開催に変更しました。

建
設
業
界
は
他
産
業
に
比
べ
て
労
働
条

件
が
劣
悪
で
す
。
新
規
入
職
者
の
確
保

や
定
着
の
困
難
の
主
因
に
も
な
っ
て
お

り
改
善
を
急
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

軸
組
み
実
習
で
９
月
８
日
に
完
成
し
た

ば
か
り
の
の
小
屋
も
、
展
示
物
兼
射
的

コ
ー
ナ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
各
種
の
出

し
物
を
通
じ
て
カ
レ
ッ
ジ
生
と
地
域
住

民
が
交
流
で
き
ま
し
た
。

建
築
カ
レ
ッ
ジ
Ｈ
Ｐ
か
ら
左
の

チ
ラ
シ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

フランス国営放送が取材に 江東実習場で技能文化祭

建築カレッジ第24期生（2019年4月入学生）募集中

授業は毎週金曜・土曜、見学歓迎！

若手の採用・育成を検討中の事業所の相談にも応じます


